生活衛生豆知識№66

ビル管理法が施行された頃
　

建築物の衛生的環境の確保に関する法律（通称　ビル管理法）は昭和45年4月に成立、同年10月に施行されました。施行後数年間の状況を昭和57年5月発行の「ビル管ふじさわ第6号」（藤沢ビル管理協議会会報）に書きました。ビル管理法の施行当時の状況がわかると思いますので、その写しをお知らせします。
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ビル管理法が施行された頃

　ビル管理法は、昭和45年10月に施行されましたが、施行後数年間のビル管理に関してのエピソードを思い出すまま書いてみます。

１．東京のＭデパートでは、「店舗内は高原の空気！」

高原にはマイナスイオンが多く、マイナスイオンは気分をやわらげる効果がある（？）ということで、マイナスイオン発生機を設置して広告していました。

２．受水槽に汚水管が通り雫（しずく）が

県のある庁舎を使用数年経てから、（地下）受水槽を点検（清掃）したら汚水管が通り雫（しずく）が落ちていました。建築設計、施工とも超一流のところでした。

３．冷却水が酸性に傾く

　　都心では大気中の亜硫酸ガス濃度が高かった頃で、そのため冷却水が酸性に傾き配管、冷凍機のコンデンサーが早く腐食するのではないかと、技術者の頭を悩ましていました。

４．田んぼに駐車場利用券が飛び散る

　　田んぼに紙くずが飛び散っているとの電話がありましたので、現場へ行きますと、ある店舗（特定建築物）の駐車場利用券でありました。店舗では処理業者へ委託していましたが、市の焼却場が日曜日で休みでしたので、処理業者が一時田んぼの空き地に置きました。月曜日に強風がふき覆いがとれたためでした。

５．受水槽から土砂がバケツで10杯

　　建物使用後初めて受水槽を清掃したら、土砂がバケツで10杯でてきました。原因は受水槽施工の時、給水管を通す可能性がある場所3ヶ所に穴を開けておきましたが、給水管工事終了後、残りの2ヶ所の穴を詰めなかったためでした。使用してから5年間、降雨のたびに少しずつ土砂が流れ込んだと考えられました。

　　当時は「受水槽の中にねずみ、昆虫の死がいがあった」というのを、よく耳にしました。

　また、ビル管理法成立の背景は

１．建築物の数の増大

２．建築物の高層化、巨大化

３．建築構造の変化（密閉化、窓の減少）

４．公害（大気汚染）との関連

　のため、建築物の人工環境が増大されたからといわれています。
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　「受水槽に汚水管が通り雫が」は数千人が勤務していた神奈川県県庁新庁舎の事例です。確か昭和42年竣工で、昭和48年に確認されました。現在は6面体点検できる構造に改善されています。昭和50年頃、新庁舎建築に携わった建築会社横浜支店の課長に、この原因ついて聞いたところ「有名な設計事務所の設計図をもとに施工した」とのことで、施工時には問題意識が無かったものと思います。

　法律施行によって、特に空気環境（浮遊粉塵量、冬期の低湿度）、給排水設備（地下受水槽から6面体点検できる構造）が大きく改善されたと考えます。確か法律施行の翌年の、昭和46年には東京都に、いわゆるビル検査班が設置され、ビルの衛生的な環境の向上に大いに貢献したと考えます。
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